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かすがい市議会だより 

条例案・一般議案など34件を承認・可決・同意 

平成19年第4回定例会 

　平成19年第¢回定例会は、ª月10日からª月28日ま
での19日間の会期で開催されました。
　定例会には、決算14件、補正予算案™件、条例案11
件、一般議案™件、議員提出議案∞件、報告¶件が提
出され、認定、可決されました。
　また、請願£件が採択、£件が不採択となりました。
　なお、一般質問はª月25日、26日に21名の議員が市
政の課題について、当局の考え方をただしました。

▽一般会計決算
　一般会計は、歳入768億3,038万5,164円、歳出750億
831万1,718円で、前年度に比べ、歳入4.0％、歳出3.7％
とそれぞれ増加しました。
　実質収支は、17億7,857万3,946円の黒字決算となり
ました。
　その主な要因は、歳入で市税が増加したことなどが
あげられます。
▽特別会計決算
　国民健康保険事業特別会計は18億4,180万1,864円、
老人保健医療事業特別会計は5,225万2,020円の赤字決
算で、ほかのª事業は黒字決算ないし収支同額となり
ました。
　特別会計の合計では、実質収支は13億2,410万745円
の赤字となりました。
▽企業会計決算
　市民病院事業会計は、∞億1,217万277円の純損失、
水道事業会計は、™億5,886万8,963円の純損失が生じ
ました。

　総額は、™億8,300万円です。
　その内訳は、一般会計が™億500万円で、主なもの
は、地域防犯組織支援事業、老人福祉施設等整備の補
助及び放課後児童健全育成事業施設整備、道路整備等
です。 
　特別会計では、公共下水道事業が7,800万円で、高蔵
寺処理区第¡中継ポンプ場整備です。

▽自転車等駐車場条例の一部を改正する条例
　学校教育法の一部改正に伴い、規定を整備します。
▽市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する
条例

　郵便貯金法の廃止に伴い、郵便貯金に係る規定を削
除します。また、証券取引法の一部改正に伴い、規定
を整備します。
▽情報公開条例及び個人情報保護条例の一部を改正す
る条例
　日本郵政公社法の廃止に伴い、日本郵政公社に係る
規定を削除します。
▽職員退職手当支給条例の一部を改正する条例
　雇用保険法の一部改正に伴い、失業者の退職手当に
ついて次のように改めます。
�支給対象となる勤続期間を原則12月以上とする。
�支給対象外となる者から船員保険法が適用される者
を除く。　
▽医療資金の貸付けに関する条例を廃止する条例
　各健康保険制度の充実による医療資金の貸付需要の
減少に伴い、廃止します。
▽子どもの家条例の一部を改正する条例
　子どもの家を新たに¢箇所設置します。
▽市立保育園条例の一部を改正する条例
　保育園を新たに¡箇所設置します。
▽廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改
正する条例
　ディスポーザ排水処理システム排水処理槽汚泥の処
理に係る手数料を新たに定めます。
▽道路占用料条例の一部を改正する条例
　日本郵政公社法の廃止に伴い、郵便事業に係る規定
を削除します。
▽旅館等の建築の規制に関する条例の一部を改正する
条例
　学校教育法の一部改正等に伴い、規定を整備します。
▽企業職員の給与の種類および基準を定める条例の一
部を改正する条例
　一般職の退職手当の改正に準じ、企業職員に係る失
業者の退職手当の支給対象となる勤続期間を原則12月
以上とします。

▽消防自動車の購入契約
　北出張所の化学消防ポンプ自動車を新しくします。
　契約金額　　4,074万円
　契約相手　　日本機械工業㈱名古屋営業所　
▽救急自動車の購入契約
　東出張所に™台目の救急自動車を配備します。
　契約金額　　3,139万5,000円
　契約相手　　愛知日産自動車㈱

一 般 議 案  

決 算  

補 正 予 算 案  

条 例 案  
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◇上程議案と審議結果◇  第　4　回　定　例　会 

　最終日に議員提出議案∞件を提出し、審議しました。
▽道路整備の促進と予算の確保に関する意見書
▽学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施を求める
意見書
▽愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
▽国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
▽割賦販売法の抜本的改正に関する意見書

議 員 提 出 議 案  

決　算……………………14件
○平成18年度一般会計歳入歳出決算……………………………………………………………認　　定（賛成多数）
○平成18年度交通災害等共済事業特別会計歳入歳出決算……………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算…………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算………………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算………………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算……………………………………………認　　定（賛成多数）
○平成18年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算………………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度民家防音事業特別会計歳入歳出決算……………………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度潮見坂平和公園事業特別会計歳入歳出決算……………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度春日井都市計画松河戸土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算……………認　　定（全会一致）
○平成18年度勝川駅周辺総合整備事業特別会計歳入歳出決算………………………………認　　定（賛成多数）
○平成18年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算…………………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度春日井市民病院事業会計決算……………………………………………………認　　定（全会一致）
○平成18年度水道事業会計決算…………………………………………………………………認　　定（全会一致）
補正予算案………………2件
○平成19年度一般会計補正予算…………………………………………………………………原案可決（全会一致）
○平成19年度公共下水道事業特別会計補正予算………………………………………………原案可決（全会一致）
条例案……………………11件
○自転車等駐車場条例の一部を改正する条例…………………………………………………原案可決（全会一致）
○市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例…………………………………原案可決（全会一致）
○情報公開条例及び個人情報保護条例の一部を改正する条例………………………………原案可決（全会一致）
○職員退職手当支給条例の一部を改正する条例………………………………………………原案可決（賛成多数）
○医療資金の貸付けに関する条例を廃止する条例……………………………………………原案可決（全会一致）
○子どもの家条例の一部を改正する条例………………………………………………………原案可決（全会一致）
○保育園条例の一部を改正する条例……………………………………………………………原案可決（全会一致）
○廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例…………………………原案可決（全会一致）
○道路占用料条例の一部を改正する条例………………………………………………………原案可決（全会一致）
○旅館等の建築の規制に関する条例の一部を改正する条例…………………………………原案可決（全会一致）
○企業職員の給与の種類および基準を定める条例の一部を改正する条例…………………原案可決（賛成多数）
一般議案…………………2件
○消防自動車の購入契約…………………………………………………………………………原案可決（全会一致）
○救急自動車の購入契約…………………………………………………………………………原案可決（全会一致）
議員提出議案……………5件
○道路整備の促進と予算の確保に関する意見書………………………………………………原案可決（賛成多数）
○学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施を求める意見書………………………………原案可決（全会一致）
○愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書……………………………………………原案可決（全会一致）
○国の私学助成の増額と拡充に関する意見書…………………………………………………原案可決（全会一致）
○割賦販売法の抜本的改正に関する意見書……………………………………………………原案可決（全会一致）
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一般一般 
質問質問 
一般 
質問 

市政全般にわたる問題について質問します 

　今回の定例会では、21名の議員が市の考え方や方針など、市政全般にわたり36項目の一般質問を行いました。 
一般質問は市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、市民に密着した問題をただすため行うもの 
です。各議員と当局の答弁を、要旨で掲載しています。 

（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。） 

1

2

3

4 防災について 

市内小学校の適正規模と適正配置に 
ついて 

防犯対策について 

大規模災害発生時の指定避難所の非 
常電源について 

かすがい市議会だより 

 
 
　質問者　中藤　幸子　　　　　　担当　市民安全課 
【質問】女性たちから「高蔵寺駅地下道のトイレを夜
間に利用するのは怖い」という声が届いた。現在、防
犯ベルはあるが、地下道全体の防犯対策は特にない。
犯罪抑止のために防犯カメラ等を設置すべきではない
か。また、市内の同様な場所についても対策を考えて
ほしい。なおカメラ設置に関しては、プライバシー侵
害防止ガイドラインについても研究してほしい。 
 
【答弁】防犯カメラの設置は、誤った運用により、プ
ライバシーの侵害等の恐れがあるため、犯罪抑止と不
安の解消の両面から、ガイドラインの設置なども含め、
最善の方策を検討してまいります。また夜間の通行に
際し、不安を感じる場所は、道路課等と早急に調査を
進めてまいります。さらに施設管理は一元管理により
素早い対応ができるよう検討してまいります。 
 
 
 
 
 
　質問者　水谷　忠成　　　　　　担当　市民安全課 
【質問】懸念される大規模災害発生時避難所として市
内39の小学校、要援護者避難所として12施設が指定さ
れている。照明・情報収集機器などの電源として簡易
発電機が準備されているが、運転・保管マニュアルが
完備されていない。また、管理責任者の指定も無く、
非常時に容易に使用できないため、マニュアルの整備
と、現状設備の見直しについて問う。 
 
【答弁】現在、災害時に避難所となる全小学校に配備
している簡易発電機等につきましては、緊急時に速や
かに使用できるよう、定期的に試運転する等の対策を
取ってまいります。また、その使用に関する規定や運
転・保管マニュアルを早急に作成し、啓発を行ってま
いります。さらに、避難所となる体育館における照明
の必要性については今後、十分に検討してまいります。 
 
 
 
 
 

 
 
 
　質問者　林　克巳　　　　　　　担当　学校教育課 

【質問】人口急増時代に整備された小学校区の中には
少子高齢化が進み児童数の減少による小規模化が進ん
でいる校区がある。多人数による集団生活の中で刺激
や良い意味での競争の機会を通じて豊かな人間性と創
造性を育むことが必要である。学校間の教育環境の不
均衝を是正し、良好で平等な子ども達の為の学校づく
りに努めて頂きたいと思いますが当局の考えを問う。 
 
【答弁】学校規模の適正化に関する他市の状況につい
て調査研究を進めており、こうした状況を踏まえ、今
後、学校規模の適正化に取り組むにあたっての原則と
方向性を示す意見を求めるため、学識経験者や学校、
幼・保育園、ＰＴＡ、地域の関係団体、市民等からな
る検討組織を設置してまいりたいと考えています。 
 
 
 
 
　質問者　政木　理香　　　　　担当　市民安全課他 
【質問】防災体制について、より実効性のあるものと
するために、市民を含めた市庁舎内職員訓練も必要と
考える。実施についての考えを問う。消防本部・自主
防災組織・自治消防団が連携しての訓練について問う。 
さらに、配布されている徒歩帰宅支援マップと避難所
の表示に統一性をもたせ、市民の混乱を招かないよう
にわかりやすい表示にするよう要望する。 
 
【答弁】本部体制職員の訓練につきましては、来庁者
も含めた執務中の避難訓練や職員参集訓練等が大変重
要であると考えておりますので、今後検討してまいり
ます。自主防災会、自治消防団の皆さんには、それぞ
れの組織の年間計画に基づき、小型動力ポンプによる
初期消火訓練、ＡＥＤの取扱いなどの応急手当講習な
どを実施していただいております。 
 
 
 
 
 

防災について 

市内小学校の適正規模と適正配置に 
ついて 

防犯対策について 

大規模災害発生時の指定避難所の非 
常電源について 
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6

消防・救急体制の充実について 

県営名古屋空港の消防体制について 

保育園の冷房設備の整備について 

町内会の現状と町内会活動等研究会 
について 

県営名古屋空港の消防体制について 

保育園の冷房設備の整備について 

町内会の現状と町内会活動等研究会 
について 

自殺対策について 

消防・救急体制の充実について  
 
　質問者　津田　育男　　　　担当　消防本部総務課 
【質問】消防隊・救急隊の現場到着時間の短縮化など、
消防・救急体制の強化を図るため、消防署・所の配置
を見直すべきと考える。 
　近年、土地区画整理事業の進展により、急激に人口
が増加している神領駅南地区（神領・堀ノ内）の空白
区域を補うため、出張所の増設など再整備を望むが、
考えを問う。 
 
【答弁】ご指摘のありました神領、堀ノ内地区は、交
通事情にもよりますが、救急要請で§～¶分程度かか
っているのが現状であります。今後、周辺の都市基盤
整備の進捗状況により、交通環境や道路事情に大きな
変化があれば、現在の消防署や出張所の老朽化による
建替えや移転再整備も含めて検討していく必要がある
と考えております。 
 
 
 
 
　質問者　山際　喜義　　　　　　担当　健康推進課 

【質問】昨年10月に自殺対策基本法が施行され、愛知
県では今年度、自殺対策総合計画の策定に向け自殺対
策推進協議会が設置された。市内でも毎年65人程の尊
い命が自殺により失われている。総合的な自殺対策の
ため官民一体となった自殺対策推進協議会や自殺予防
ネットワークの構築、うつ病のスクリーニング事業の
実施、自殺者遺族に対する支援策等について問う。 
� 
【答弁】県の自殺対策総合計画等を踏まえ、保健所な
どと連携して、協議会の設置など、自殺防止の推進体
制の構築に向け取り組みます。うつ病のスクリーニン
グについては、健診又は各種健康教室などの機会を捉
え、実施に向け検討します。自殺者遺族に対する支援
については、保健所など関係機関と連携し各種相談や
カウンセリングなどができるようネットワークづくり
を進めます。 
 
 
 
 
 
　質問者　堀尾　達也　　　　担当　市民活動推進課 

【質問】本市は、他市と比較し区・町内会への加入率
が低迷している。市民が安全で安心して暮らせるまち
づくりのため、町内会等の果たす役割は大きく、参加
している人が充実感と満足度を高めるような町内会等

となることが望まれる。町内会等に対して住民の加入
意識を高める方策の一つとして、先に、町内会活動等
研究会を設置し研究していくと聞いているが、進捗状
況、研究内容などについて問う。 
 
【答弁】地域活動の核となる町内会等の活性化や協働
によるまちづくりの推進の向上などを図ることを目的
として、本年７月に町内会活性化研究委員会を設置し
ました。区長町内会長連合会経験者や老人クラブ、子
ども会などから市民11名の参加を得て、町内会等の重
要性・必要性を啓発する方策、加入率向上のための方
策、行政との役割分担、効果的な支援策などを研究し
てまいります。 
 
 
 
 
　質問者　丹羽　一正　　　　担当　消防本部総務課 

【質問】名古屋空港に配備されていた、大型化学消防
車、電源照明車等が、平成17年2月17日の中部国際空
港の開港時に移転してしまいました。現在の県営名古
屋空港の消防体制はどうなっているのか。愛知県と春
日井市を含めた、近隣市町の業務協定は、どうなって
いるのか。また、空中給油輸送機が配備されるが、対
応できる体制なのか、お伺いします。 
 
【答弁】県営名古屋空港の消防体制としては、隣接す
る航空自衛隊小牧基地との協定により、消防力を確保
しています。県は、本市をはじめ、名古屋市、小牧市、
西春日井広域事務組合の各消防本部と業務協定を結び
不慮の事態に備え、毎年合同訓練も実施しているとこ
ろでございます。航空自衛隊小牧基地、また、協定す
る¢消防本部の消防力は相当の規模であり、不慮の事
態に適切に対応できるものと思っています。 
 
 
 
 
　質問者　伊藤　建治　　　　　　　　担当　保育課 
【質問】保育園には冷房が完備されておらず、40度に
もなる部屋で保育をしなければならない園もある。子
どもの食欲も低下するとの状況もあり、子ども達や保
育士の健康が心配される。全国で多数の犠牲者を出す
猛暑は“大規模災害”であり対策が必要。現在3歳児の
部屋には整備が進められているが、計画を前倒しで行
い、また4・5歳児の部屋にも整備すべきではないか。 
 
【答弁】£・¢・∞歳児の保育室以外の部屋には、エ
アコンが整備されていますが、¶月、•月の午睡に利 

自殺対策について 
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春日井市生涯学習推進計画について 
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組みについて 

市民相談窓口の拡充について 

春日井市生涯学習推進計画について 

ニュータウンの再生について 

春日井市地域水道ビジョンについて 

市民窓口の満足度を向上させる取り 
組みについて 

市民相談窓口の拡充について 

かすがい市議会だより 

用する遊戯室の保育環境が低下している保育園につい
ては、平成19年度から£年計画で、£歳児の保育室に
エアコンの整備を進めています。今後は、園児の健康
管理や保育士の労働環境などを十分考慮し、室温の計
測や園児の生活状況等を調査したうえで、整備計画を
検討していきます。 
 
 
 
 
　質問者　長縄　典夫　　　　　担当　水道部工務課 
【質問】老朽化した配水管の更新など水道管路の再整
備を促進するとともに、配水場から医療機関・防災拠
点や各家庭に水道水を給水している水道管路が一系統
のため配水管網の多系統・別ルート化を進めることに
より、水道事業に一層の信頼と市民生活に安心をもた
らすことができると考えますが御所見を伺います。 
 
【答弁】老朽配水管の更新整備については、石綿セメ
ント管の布設替えは概ね完了し、耐震継手を有するダ
クタイル鋳鉄管への布設替えに着手しました。市民病
院と広域避難場所の高森山公園への幹線管路の耐震化
は完了。防災拠点の南部ふれあいへの管路は整備中で
あります。今後、配水管の更新整備や耐震化は財政状
況を考慮し中長期施設整備計画を策定して効率的に進
めます。 
 
 
 
 
 
　質問者　前田　扶美子　　　　　　　担当　人事課 

【質問】市役所窓口には、様々な目的で市民が訪れる
が、その目的を十分に汲み取ることのできる親切丁寧
な対応が求められる。窓口のサービス向上に、職員の
市民対応力アップは重要な課題だが、全庁的な取り組
みとしてどのような対応をしているのか。又市民の目
線に立った応対ができる職員を育成するための研修と
して、どのようなことができるか。 
 
【答弁】職員研修等において、窓口対応のレベルアッ
プに関する教育を実施するとともに、市民サービスの
向上につながる職員提案等を取り上げ、市民サービス
向上月間の展開などを考えております。今後とも、業
務内容に精通した職員が講師となり指導や意見交換を
行なう職場研修や専門知識の習得を目的とする派遣研
修の充実など人材の育成を図ってまいります。 
 
 

 
 
　質問者　佐々木　圭祐　　　　　担当　市民生活課 

【質問】サラ金などから借り入れのある多重債務者は、
本市においても多数いると思われる。税金や国民健康
保険税など滞納している場合もある。相談すれば解決
への糸口が見つかり、適切なアドバイスを受けること
が出来る。相談したくても相談しづらいことから気軽
に相談できる窓口の整備が期待される。多重債務者を
含めた市民相談窓口の拡充について問う。 

 
【答弁】市では昨年§月から、多重債務者問題に取組
むＮＰＯ法人「クレサラあしたの会」と連携し、毎月
第£木曜日に、また本年∞月から第¢日曜日を相談日
として相談体制の充実に努めております。ª月からは
国保滞納者を対象に無料多重債務相談を実施します。
今後は、現在の専門相談窓口に加え、初期の相談に対
応できるよう職員の研修や育成に努めてまいります。 
 
 
 
 
　質問者　安達　佳代　　担当　生涯学習スポーツ課 

【質問】子どもたちの育成環境を整えるには、学校教
育・社会教育・家庭教育の3つの歯車が噛みあった生
涯にわたる学習が必要である。現在策定中の、生涯学
習推進計画の基本理念及び構想。また、子どもの感性
を豊かにする芸術・文化・歴史を伝える具体的な取り
組み方法と、子ども芸術大学のような総合的・連続的
な学習機会の設定が考えられないかを問う。 
 
【答弁】計画の基本理念を「いつでも、どこでも、だ
れでも学べるいきがいと交流のあるまちづくり」とし、
自己の実現と向上を図るとともに、活力ある地域社会
の形成をめざします。こうした社会を構築する一つの
方法として、子どもが文化や芸術に触れることは、大
変重要なことと考えており推進計画に基づき、学習機
会の充実を図ってまいります。 
 
 
 
 
　質問者　田中　千幸　　　　　　　　担当　企画課 

【質問】ニュータウンの再生は重要課題と市長が明言。
管理体系は、都市再生機構、県、ニュータウンセンタ
ー開発そして春日井市と４者にわたるが、それぞれの
役割分担について問う。また「ニュータウン人・縁卓
会議」も行われる中、民間主導・住民発意がキーワー
ドとなる。再生に向けて、住民要望の聞き取り体制な 
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住宅行政について 

ど、今後の取り組みについて問う。 
 
【答弁】賃貸住宅の管理者、補助制度の窓口、生活拠 
点の立場から、そして公共施設と公共サービスの点か
ら、高蔵寺ニュータウンが抱える課題の把握と将来的
なまちづくりのための協力体制を確立し、それぞれの
役割を果たしていく必要があります。また、高蔵寺ニ
ュータウンの現状を把握し、住民自ら解決に向け取り
組んでいただくとともに、地域リーダーとして参加し
ていただくことを検討していきます。 
 
 
 
 
 
　質問者　小原　哉　　　　　　　担当　市民安全課 

【質問】防犯灯を、青色に変えることにより犯罪率が
低下したというデータが奈良県などで報告されている。
現在の防犯対策にプラスして導入し、複合的な防犯対
策を行えば、抑止効果は更に高まると期待できるがど
う考えているのか。またＪＲ春日井駅南側の駐輪場は
薄暗く恐い。ひったくり等の犯罪も増加している。市
としての対応、対策、啓発について問う。 
 
【答弁】青色の照明は、遠くまで光が見えやすく、ま
た副交感神経に作用して落ち着かせる効果があると言
われておりますが、その効果については現在、検証・
研究中の部分が多く、研究結果を検討したうえで考え
てまいります。また春日井駅周辺につきましては、再
度調査し必要があれば、防犯灯の設置など有効な手段
を考えてまいります。 
 
 
 
 
　質問者　水野　義彦　　　担当　ごみ減量推進課他 
【質問】近年の緊急課題である環境問題について。現
在、教育現場においては、小学校4年生に対し“くら
しとゴミ”という本を配り子どもたちに呼びかけてい
るが、これを定期的に活用し、さらに「生きた体験学
習」を取り入れる等して、次世代を担う子どもたちの
環境問題に対する意識の育成を行政として推進してい
く必要があると考える。その取り組みについて問う。 
 
【答弁】「くらしとごみ」を活用した青空教室の開催
やごみ減量啓発用紙芝居をはじめ、ごみ処理施設の社
会見学など、幼児や小学生の学習機会の充実を図り、
ごみの減量や資源分別に対する意識の高揚と「もった
いない」精神の醸成に努めます。身近な事柄に触れる
体験的な活動をする中で、問題解決能力の育成を図る
ことが大切であり、今後は、教科間の連携を踏まえた

総合的な活動を展開することが必要と考えています。 
 
 
 
 
　質問者　後藤　正夫　　　　　　　　担当　文化課 
【質問】多文化共生とは、国籍や民族にとらわれず互
いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築き共に社
会の構成員として生きていくことである。グローバル
化の進展により日本に定住する外国人は増え、本市も
外国人住民の増加が顕著である。地域で生活し地域を
支える住民として認め合える社会をつくりあげること
が重要である。多文化共生の現状と今後の取組を問う。 
 
【答弁】外国人住民の増加に対応するため策定中の多
文化共生プランでは、外国人住民と市民とが交流でき
る機会の創出、国際理解教育の充実等の取り組みを盛
り込んでいきたいと考えています。また、整備中の国
際交流ルームでは外国人住民のための生活相談を始め、
外国人住民と市民の交流の場、国際交流団体等の情報
交換の場として活用してまいります。 
 
 
 
 
　質問者　内藤　富江　　　　　担当　環境政策課他 

【質問】今年2月末に納入予定で配備される計画にな
っていた空中給油輸送機が納入延期となり、来年3月
になるとのことです。3度にわたる延期で輸送機の安
全性について、市民の中に不安の声も聞かれます。当
局は防衛省や航空自衛隊小牧基地からどのような説明
を受けられたのか。また空中給油輸送機に対応できる
消火能力を備えた消防力、安全対策は大丈夫か。 
 
【答弁】航空自衛隊小牧基地より、本年¡月、£月、
　¶月に納入延期について連絡がありました。¶月の内
容は、製造元での作業や各種試験等の遅れが原因で納
入期限が平成20年£月¶日まで延期されたとのことで
あります。小牧基地の消防力は同種の他空港と比較し
ても遜色ない消防力と聞いており、また、県と協定す
る¢消防本部の消防規模も相当の規模であり、不慮の
事態に適切に対応できるものと思っています。 
 
 
 
 
　質問者　内田　謙　　　　　　　　　担当　企画課 

【質問】都市機構（旧都市公団）が、所有・管理する
賃貸住宅を大幅に削減するための作業をおこなってい
るとの報道があった。根本には、都市機構の賃貸住宅
の削減を求める昨年末の規制改革・民間開放の推進に 

住宅行政について 

安心・安全街づくりにおける防犯対策 
について 

環境問題について 

平和行政について 

多文化共生の推進について 

環境問題について 16

19

平和行政について 18

多文化共生の推進について 17

15 安心・安全街づくりにおける防犯対策 
について 
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病院の業務改善について 

■発行／春日井市議会　〒４８６－８６８６　愛知県春日井市鳥居松町５－４４　☎（０５６８）８１－５１１１（代）　■編集／議会報編集委員会 
市議会だよりのホームページアドレス　http://www.city.kasugai.aichi.jp/gikai/dayori.html

かすがい市議会だより 

　第¢回定例会において、過去最多の21名の議員
が市政の課題など一般質問を行いました。その関
係上、一般質問に係るページ数が多くなり、限ら
れた紙面でのレイアウトに苦労しました。読みに
くい面も多々あったと思いますがご理解ください。
今後、より親しめる市議会だよりに編集委員一同、
努力してまいります。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　編集委員一同

編 　 集 　 後 　 記  

病院の業務改善について 

関する答申がある。削減計画が強行されれば、高蔵寺 
ニュータウンの居住者にも影響が出る。削減計画の撤
回を関係機関にはたらきかけていくことを求める。 
 
【答弁】国においては、「居住者の居住の安定を図る
こと」を明らかにしており、削減計画は都市機構の賃
貸住宅について、入居率の改善、コミュニティの維持、
安全で安心住まいの確保など、団地の整備と活用を図
る計画と考えています。 
 
 
 
 
　質問者　宮地　　　　　　　　　担当　介護保険課 
【質問】全国的に、地域の介護基盤が崩壊する危険が
指摘されている。市内の現状について、昨年度から、
要介護1の人が要支援に下げられて利用の制限等おき
ていないか。地域包括支援センターの現状。介護労働
者が低賃金のため離職者が多いとか、人材不足はおき
ていないか。介護事業所の減少はないか。介護保険制
度の改善を国へ要望しているのか。等お聞きします。 
 
【答弁】平成19年度に地域包括支援センターの体制強
化を図り、相談体制等の充実を図りました。また、要
支援者へは重度化等しないよう、適正な指導のもと予
防給付サービスや福祉サービスが提供されていると考
えています。市内の介護職員、事業所は、現在供給不
足に陥ってはいませんが、国に対して介護保険制度の
基盤整備等について引き続き要望していきます。 

 
 
　質問者　伊藤　隆司　　　　担当　市民病院管理課 

【質問】医師と看護師の問題について、看護師の確保
については、昭和62年3月議会以来機会ある毎に申し
上げて来ました。医師については長崎県のように奨励
金を出して養成している所も有り、関係機関へ働きか
けるべきではないか。埼玉県や川崎市は業務改善によ
って、大幅な赤字から黒字に転換しました。本市でも
必ずできます。それぞれについて、考え方を問う。� 
 
【答弁】看護師の採用は、看護修学資金貸与事業の再
開、採用年齢の引き上げなどを実施することで、本年
　¢月の職員数を維持しており、今後も、医師、看護師
の確保に努めます。また、今年度から全職員に対し、
収益の向上など経営の健全化に向けて、事業計画の提
案を求めることとし、職員の意識改革を進めるととも
に、経費の更なる削減を図ってまいります。 

介護制度の問題について 介護制度の問題について 20

21 平成19年第5回定例会予定 
　▽11月29日　　本会議（提案理由説明）
　▽12月£日　　本会議（質疑、委員会付託）
　▽12月¢日　　文教経済委員会
　▽12月∞日　　厚生委員会
　▽12月§日　　建設委員会
　▽12月¶日　　総務委員会
　▽12月10日　　新長期ビジョン特別委員会
　▽12月11日　　本会議（一般質問）
　▽12月12日　　本会議（一般質問）
　▽12月14日　　本会議（採決）
※議事の都合により、日程が変更になる場合がありま 
　す。　問い合わせ　議事課（☎85－6492）

請  願  審  議 
第¢回定例会に、§件の請願が提出され、委員会に付 
託し、審査しました。
　その後、本会議で委員長の審査結果報告の後、採決 
し、結果は次のとおりです。
▽学級規模の縮小と次期定数改善計画の実施を求める 
　請願書………………………………………………採択 
▽私立高校に子どもを通わせる保護者に対する授業料 
　助成金の拡充を求める請願書……………………採択 
▽悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するた 
　め、割賦販売法の抜本的改正に関する請願書…採択 
▽後期高齢者医療制度についての請願書 
　……………………………………………………不採択 
▽療養病床の廃止・削減の中止を求める請願書 
　……………………………………………………不採択 
▽業者婦人の健康と営業を守り、地位向上をはかる施 
　策の充実、および国への意見書提出を求める請願書 
　……………………………………………………不採択 

掲載以外の質問項目 
●性差医療について 
●加入者の減少が続く町内会の活性化について 
●新規優良企業の誘致対策と現状について 
●災害に強いまちづくりについて（災害への備えの充 
　実） 
●救急業務におけるトリアージについて 
●土地活用について 
●災害支援制度について 
●障がい者福祉政策について 
●大泉寺大池周辺の環境について 
●文化財の保存と活用について 
●市民との協働、市民参加のまちづくりについて 
●選挙権の行使について 
●ディスポーザーに係わる問題について 
●保育料について 
●救急業務について 


	表紙
	2頁
	3頁
	4頁
	5頁
	6頁
	7頁
	8頁



